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錦州爆撃とは？
　満州事変勃発から3週間後の1931年10月8日、
関東軍航空隊が張学良の本拠地・錦州に侵入、
75 発の爆弾を投下。死者 23 名をはじめ、民間人
に多大な被害を与えた。

世界初の無差別爆撃、錦州爆撃を中心
に扱う初の単行本、ついに刊行！！
関東軍によって強行された世界初の
都市無差別爆撃は、その後の日本と世界
にどのような影響を与えたのか？

  本書のねらい

●ゲルニカ空爆より６年も早く実行された都市

無差別爆撃でありながら、これまでほとんど着目

されてこなかった錦州爆撃に光を当てる。

●日本国内はもちろん、中国ほか各国の史料を

用いてその反応を可能な限り分析し、錦州爆撃が

与えた影響の大きさを多角的に検討する。

●当時、検討されていた空戦法規・空爆規制に対し

て与えた影響についても詳述し、世界史的な側面

からも位置づける。
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世界初の都市空爆！
「錦州爆撃」、それは重慶、ヒロシマ、そしてガザ空爆を招来した

はじめての「無差別爆撃」だった──。
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「錦州爆撃」、それは重慶、ヒロシマ、そしてガザ空爆を招来した
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一
九
〇
三
年
、
ラ
イ
ト
兄
弟
が
動
力
機
飛
行
に
成
功
し
て
以
降
、
戦

争
様
相
は
一
変
し
た
。
い
っ
そ
う
苛
烈
さ
を
増
し
、
前
線
・
銃
後
を
問

わ
ず
人
類
の
頭
上
に
の
し
か
か
る
存
在
と
な
る
。
同
様
に
「
空
中
爆
撃
」

と
い
う
手
法
が
、
現
代
戦
の
中
心
部
分
を
占
め
る
に
い
た
る
。
そ
れ
は

二
〇
世
紀
の
ふ
た
つ
の
世
界
大
戦
に
お
け
る
〝
都
市
無
差
別
爆
撃
〟、
ま

た
二
一
世
紀
の〝
世
界
終
末
戦
争
〟が
想
定
す
る
核
抑
止
戦
略
の
一
翼
を
、

「
核
搭
載
爆
撃
機
」
が
占
め
る
現
実
に
よ
っ
て
も
あ
き
ら
か
だ
。
目
下

進
行
中
の
「
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

「
ガ
ザ
・
レ
バ
ノ
ン
の
都
市
破
壊
」
に
、
そ
の
発
展
形
が
し
め
さ
れ
る
。

「
AI
戦
争
・
無
人
機
攻
撃
・
暗
殺
作
戦
」
を
見
れ
ば
い
い
。
二
〇
世
紀
初

頭
（
本
書
の
記
述
で
も
あ
る
）
と
く
ら
べ
、
目
の
く
ら
む
思
い
が
す
る
。

　
最
新
の
例
を
あ
げ
る
と
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
指
導
者
ナ
ス
ラ
ラ
師
「
暗
殺

作
戦
」
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
言
い
放
っ
た
「
ナ
ス

ラ
ラ
が
生
き
て
い
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
が
破
壊
し
た
組
織
の
機
能
は
す

ぐ
に
再
建
さ
れ
る
。（
殺
害
は
）戦
争
の
目
標
を
達
成
す
る
必
須
条
件
だ
っ

た
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
精
密
誘
導
技
術
は
、

個
人
抹
殺
・
暗
殺
作
戦
が
可
能
な
ほ
ど
に
ま
で
進
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　
で
は
、「
は
じ
ま
り
の
都
市
爆
撃
」と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
？ 

本
書
の
主
題
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
「
最
初
の
空
中
爆
撃
」
を
記
述
し

た
も
の
だ
。
私
た
ち
は
、
最
先
端
の
手
法
を
目
撃
し
て
い
る
が
、
著
者

が
描
く
「
錦
州
爆
撃
」
は
、
そ
の
〝
原
初
の
か
た
ち
〟
に
あ
た
る
。
空

か
ら
の
都
市
破
壊
と
い
う
戦
法
が
、
各
国
軍
隊
に
と
り
い
れ
ら
れ
る
以

前
の
か
た
ち
、
と
は
い
え
「
住
民
を
恐
怖
さ
せ
る
」
と
い
う
同
一
思
想

の
も
と
、（
兵
器
に
大
差
は
あ
っ
て
も
）
そ
れ
を
日
本
軍
が
実
行
し
て
い

た
、
と
い
う
の
が
本
書
の
主
題
で
あ
る
。

　「
満
州
事
変
」
は
知
っ
て
い
て
も
、
史
上
最
初
の
都
市
爆
撃
「
錦
州

爆
撃
」
が
日
本
軍
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
常
識
だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
常
識
を
根
本

か
ら
覆
し
て
く
れ
る
。
す
ぐ
あ
と
に
つ
づ
く
「
重
慶
爆
撃
」
に
つ
い
て

調
べ
て
い
る
私
に
と
っ
て
「
わ
が
意
を
得
た
り
」
と
い
う
べ
き
書
物
で

も
あ
る
。
こ
こ
で
「
学
ば
れ
た
教
訓
」
が
、
一
九
三
八
年
末
か
ら
開
始

さ
れ
る
、
抗
戦
首
都
「
重
慶
爆
撃
」
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る

か
ら
…
…
。

�

（
ま
え
だ 

て
つ
お
）

前
田 

哲
男 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
軍
事
評
論
家

は
じ
ま
り
の
都
市
爆
撃

纐
纈 

厚
（
こ
う
け
つ 

あ
つ
し
）

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。

現
在
、
明
治
大
学
国
際
武
器
移
転
史
研
究
所
客
員
研
究
員
・
山
口
大
学
名
誉
教
授
。
政
治
学
博
士
。

『
近
代
日
本
政
軍
関
係
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、『
日
本
海
軍
の
終
戦
工
作
』（
中
央
新
書
、
一
九
九
六
年
）、

『
侵
略
戦
争
』（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
九
年
）、『
日
本
降
伏
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
三
年
）、『
戦
争
と
弾
圧
』（
新
日
本
出
版
社
、

二
〇
二
〇
年
）、『
総
力
戦
体
制
研
究
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）、『
監
視
社
会
の
未
来
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど

著
書
多
数
。
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歴
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